50-70プログラムの決定について
加盟リーグ各位
リトルリーグ国際本部で2年以上にわたり検討、テスト実践されていた50-70プログラムが、いよいよ来シーズン（2013年度）より新しい種目として世界大会も含めて正式に実施されることが決定されました。
細かな競技ルールについては2012年世界大会開催時に国際本部で決定されるものと思われ、日本協会ではその決定を待って対応を協議されることになっています。
現時点で分かっている国際本部で決定されている内容は、対象がリトル年齢11－13歳と現在より1年上の少年たちも含まれていること、50-70が新しく設置される種目であることから、従来の11－12歳のオールスター（新年度よりメジャーと改称）も並行して行われること等です。
関西連盟では先日開催した5月常任理事会で一部協議され、今後意見を積み上げながら対応方針を決定したいと考えていますが、現在ルールが12歳少年達には危険性を指摘されていること、4月生まれの会員に対する配慮なども含め、国際本部、日本協会の決定とは別の関西連盟独自の方向を（日本選手権や世界大会等へ出場の場合は規定に適合させながら）指向することも選択肢から排除する必要はないと考えています。
日本で採用されなければ、テストをしても意味がないとの考えもありますが、「一度やってみないと分かりません」ので、年度初めからお願いしておりますようにブロック等でできるリーグだけでも50－70でのゲームを「やってみて」ください。
理事会でも質問がありましたが、50-70のルールはまだ正式には決まっていません。そこで1月に配布しました「50－70プログラムについて」の繰り返しになりますが、投手間距離15.24ｍ、塁間距離21.34ｍ、（外野フェンスまで61ｍ以上）以外に離塁（長さ制限なし）、盗塁、ヘッドスライディング、振り逃げありで概ねジュニアのルール適用とあります。ただジュニアは13－14歳対象ですので、今回バットはリトルサイズ、試合は6インニングで投球数制限を設けるならリトルと同じ85球としてください。また、ボークも通常のように進塁可とされていますが、それぞれで判断してください。とりあえずは詳細ルールが決まるまでは適宜決定され実践されれば良いと思います。
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